





































































































2019年 7 月に、 2 回目の調査は2019年10月
に行った。 2 回の調査両方に回答があった
21名（ 2 年生16名、 3 年生 5 名）を分析対





































～「 5 ．あてはまる」の 5 件法で回答を求












～「 5 ．あてはまる」の 5 件法で回答を求






















2 検定を行った。結果を表 1 に示す。学年
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